
 

 

 【記入例】まちバル開催の場合 

地域商業・商店街活動応援事業実施計画書  

（にぎわい創出に向けた取組）  

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 テ ー マ 〇〇商店会まちバル 

商店街の現状及び課題  

○○商店会は、かつては活気がある商店街であったが、ここ３

年で会員数が３０から２２へ減少し、来店客や人通りも少なくな

ってきた。また、各店舗の顧客は常連客がほとんどを占めている

現状である。 

しかし、大型店やチェーン店にはない個性的なメニューや商品

を揃える店舗も現存する。そのような店舗を色々な人に知って

もらい、商店街の来客を増やしたい。  

取 組 内 容 

会員の飲食店を中心にまちバルを実施する。商店会として

600 円×5 連の 3000 円チケットを８00 枚販売。販売は参加

店舗のほか、○○市観光協会を窓口に販売する。 

各店舗がチケット 1 枚で楽しめるメニューを用意。チケット対

象商品は限定メニューのほか、既存のメニュー＋α(普段よりお

得な価格、サイズアップなど)を想定。 

飲食店以外でも参加希望のある店舗は、同じくチケット 1 枚で

購入可能な商品を用意。 

さらに 5 枚全て使い切った１００名に先着でイベント実施後か

ら使えるクーポンを配布する。  

現在、参加を予定しているのは８の飲食店、４の食品販売店、

４の物販店。対象商品はこれから検討する。対象商品は参加店

舗同士でイベント前に相談して決定。 

イベントの広報は、参加店舗でのポスター掲示、チラシ配布の

ほか、地元の情報紙「××」に掲載予定。情報紙にはイベントの広

報のみでなく、商店会自体の PR も兼ねて大きな紙面に掲載。  

★記入にあたって  

・事業実施計画書には、応募段階で決まっている計画をできるだけ具体的に記入してください。記入スペースが足りない

場合は、欄を広げていただいて構いません。 

・審査会では、本計画書を元に審査し、補助対象事業者を決定いたします。 

・記入例の最後に審査のポイントを示していますので、ぜひ御参考にしてください。  

・様式第1号の２暴力団排除に関する誓約書を忘れずに記入してください。  

・その他、事業について既に準備している資料 (チラシやポスターの作成案・見積書など)がある場合は、参考資料として

添付してください。  

←計画書の種類にご注意ください  

  にぎわい創出・空き店舗の解消  

  繁盛店の創出・インバウンド受入  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

期待される事業効果  

◆参加店舗において 

・まちバルの開催により、普段なかなか行く機会のない人に店舗

へ来てもらうきっかけになり、新規客を獲得できる。 

・イベント後に使えるクーポンの配布により、新規客からリピータ

ーへとつなげることができる。  

・各々の店舗でイベント期間中の対象商品を考える中で、自身の

魅力や強みの再考につながる。 

◆商店街において 

・会員店舗が活性化することで、商店街全体に活気が出る。  

・まちバルチケットの利用により、普段は特定の店舗のみに訪れ

ている人にも違う店舗に立ち寄ってもらい、商店街内で人が回

遊する流れができることで、にぎわいの創出につながる。  

・イベントを通して会員店舗同士の交流が生まれ、コミュニケーシ

ョンが取りやすくなる。 

 

効果測定の実施  

指標：まちバル期間中の店舗の売上増加率 (前年同時期比 ) 

目標：参加店舗の売上５％UP 

方法：参加店舗に、イベント中 (8/20～8/26)の売上が前年

同時期と比較して何倍になったかを調査。各店舗の売上増加率

を平均して計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★事業効果の測定方法をご記入ください。  

 (【例１～３】参照）  

指標及び測定方法については審査会前に  

県で確認させていただき、再検討をお願い  

する場合がございます。  

 

 

【例１】  にぎわい創出に向けた取組・繁盛店の創出に向けた取組  

来客数・売上高・歩行者通行量  など  

※事業が集客イベント等の実施で、過去に補助事業と同様のイベントの開催実績がある場合は、過去の事業の来場者と  

 今回補助事業の来場者の比較等も可能  

例）去年の第１回スタンプラリーと比べて、今回の第２回スタンプラリー参加者を５０人増加させる。  

 

【例２】  空き店舗の解消に向けた取組  

空き店舗マップ等の物件掲載数・問い合わせ数・マッチング数・オーナーとの交渉数  など  

例）１年間で１０店舗以上の店舗を貸店舗化し、空き店舗マップに掲載する。  

 

【例３】  インバウンド受入に向けた取組  

設置した設備 (音声ガイド等 )の利用者数・外国人観光客の来客数  など  

例）１年間で中国語・英語対応の音声ガイドを１００人に使ってもらう。  

 

※繁盛店の創出に向けた取組・空き店舗の解消に向けた取組・インバウンド受入に向けた取組については、実績報告書 (補助事

業完了後 )による報告とは別に、補助事業の完了から6か月～１２か月後に効果測定の結果を報告していただくことを念頭に

目標の設定をお願いします。  



 

 

事 業 経 費 

事業費総額  

(うち補助対象経費 ) 

2,950,000  円  

(500,000    円 ) 

内   容  

賃金          円   

謝礼金          円   

印刷製本費  10,000     円  チラシ・ポスター・チケ

ット等の印刷  

物品購入費          円   

備品購入費  ８0，000    円  のぼり旗  

(イベント期間中に参

加店舗の前に設置 ) 

４000 円×２０本  

役務費  300,000    円  情報紙「××」掲載料  

委託費  ６0,000     円  チラシ・ポスター 

デザイン 

使用料及び賃借料          円   

【補助対象外】  

間接的な経費  

        円   

【補助対象外】  

景品・材料費等  

2,450,000    円  使用済チケット換金代  

2,400,000 円  

クーポン代   

50,000 円  

【補助対象外】  

旅費・飲食費等  

        円   

収入見込み  

※該当がある場合は記載  

市町村等の補助額          円   

事業収入額               円   

その他収入額  2,400,000  円  チケット販売  

事業スケジュール  

6 月中  参加店舗・対象商品等の決定  

6 月下旬～ チラシ・ポスター完成・印刷  

7 月初旬～ チラシ配布・ポスター掲示  

7 月 1 日～ 情報紙掲載  

７月下旬～ チケット販売開始  

8 月 20 日  

～8 月 26 日  

まちバル実施期間  

他団体との連携・  

そ の 他 特 記 事 項 

・○○市観光協会にチケット販売協力依頼  

★他団体との連携や、経費及びスケジュールに関する  

補足説明など特記事項があれば記入してください。  

 

★「内容」欄には決まっている範囲で内訳

などをご記入ください。計画書の提出時に

は、概算で構いません。採択された場合

は、交付申請までに見積書やカタログ等の

ご用意をお願いします。  

★経費区分  

【物品】  装飾材料費・消耗品など 

【備品】  比較的長期間使用に耐えるもの

(機材など) 

【役務費】  郵送代・折り込み広告費・地域

情報誌掲載料など  

【間接的な経費】  保険代・補助事業以外

にも使用可能な機器の購入費等  

※会員 ・従業員に対する賃金 、謝礼金等は補助対象

外です。  

★準備～事業実施の計画を記入してください。  

 欄が足りない場合は追加してください。  

 



 

 

 ★審査のポイント ～より良い事業のために～ 

□商店街の現状を踏まえた、課題の解決に寄与する事業か？ 

□新たな視点、創意工夫した点などはあるか？ 

□確実に遂行できる計画・組織体制となっているか？ 

□事業に対する意欲・熱意が伝わるか？ 

□必要に応じて、他団体との連携などが行われているか？  

□商店街の来街促進や売上増加など、商店街の活性化に効果が期待できるか？  

□他の商店街に影響を与え、モデル事業として、他の商店街への波及効果が期待できるか？ 

□商店街における持続可能な成長(SDGｓの観点)が期待できる事業か？ 

 

※必ずしも上記に当てはまる事業が採択され、当てはまらない事業は不採択となるもの 

ではありません。 


